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羊毛、光棉交織成品の染色仕上に關する根本問題

小松忠一郞

　　　　　’・い　　　　　　　　　緒　　　欝

　新興繊維の蓮歩褒耀は物理的にも、化學的にも其の領域を著しく」曾しつNある。而も需要象

の各々が低廉で需要をみたし得るならば、，｛　t；　”t’にtr競つてlill汰せんざする心裡ご、事愛下に於

ける非常ll寺國策iして政府がεつた緻維統制εは，正1ニゾく勢に油を注いだ感があつて、新興繊

維の良否の論噺、繊維統制の可否は別問題εして、繊糸碓科撃の遊歩の上には誠に喜ぶぺきこざ

ε思ふ。從而躍緻維のみから成織された躍一成品、イ也繊維ごの混毛、：交織から庸來上る穣雑な

る成品の製法は其の数を」曾す一・・Vyである。巳存0）繊維さへも米だ其の構造の微妙さを穿つには

不充分にして、祠秘の叢の雌i遼さには会く驚嘆せざる鱈1チない有楼である゜況して哉人工的新

興繊維は希塾通りになるは困難にして、之がノリll工には實際問題こして少からざる㍉「1腸省も多く、

それ丈け研究を要するこεご思ふc、

　最近陶題ざなつて屠るSta1癌f1breご2に巳ざの混毛品及び交織晶の染色加1’：もその一ヅミ思

ふ。恐らく策者は統制下に直而して非欝に驚む顯であらう。習々の日頃扱つて厘｝る絹繊維ミ票

唱ざの交織品の加ZI二よりも脾一一暦の努力を彿つて｝‘駒ながら、糸1駒とに於いては不充分なる品物

が市揚に多くあらはれて贋るのである。今ド｝二爾繊椎の性闘、，こに勤する染料の搏質、之に闘

する海外の璽要文献を羅げて、fi更後にi秘、見を越ぺんεす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s
　　　　　1・染色上に關聯せるStaple　fibre及羊毛の物理。化學的性質

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　表

～＼Q」　　羊　　　　弔　【　繊　　維　　紫
　Na　Off　　（2　％）

　〃　　　（U％）
　HL・SO．1　　　（7％以芦F）
（草乞燥60°ハワ10・b”Cで2｛｝分カロ拙L）

　〃　　　　（7％以上）
（乾燥6ぴ～工oo℃で20分加温）

　H2　so4　（coIlc，）

　Acld　　Colours

　Busic　　　C〔）五〇Urs．

　熱　　傳　　謀　　性

　電　氣　簿　轟　性

　耐　　　水　　　性

　耐　　　久　　　性

　弾　　　　　　　性

　膨　　　潤　　　性

煮沸すれば膨化次に解膠

常温で溶解

作用せず

膨化分散、溶解

瀞　解

染

染

小

水洗したるものの抵抗　　2倍リ曾

水照無をあてたもの　60％櫓
大

大

大

労蝶通り

膨潤すれ・ど不淋

〃　　　　　　　　　　　　，

不溶なれど脆化，

〃

溶　解

不　染

染　　　　．

火（即ち保澁挫劣る）

Acetate　　‘よ億導せず

濡せぱ強ぐ切れるo又伸びて形崩
れ易いP

小

小

†此所に光棉とは1　taple　fibreの別名である。
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羊毛及人網の膨潤駅態は次表の通りである。　　　．　　｝　｝

　　　　　　　　　　　第　2　表（ゴ1窒r昏は70’Cで3く）分・11il淺潰｝常層綴でガくr「tトこ1～2曝F隅】渥…潰／）　　　　、

一一@　　　　田！一鰯　　　　　　　　　　　1｝面甲醐「層’一帖一　　　　　一一　＿＿＿＿隔一＿＿一＿＿．一．t－＿＿＿n／＿＿＿國

級　　衝　　朔　　　　PH圏　　羊竈人rea膨化慶（％）

HC1

グリシン十　」臥ql

KH2」）O．t十披aQH

Na2　B二〇7十　1［C［

〃　　　　十Nt，OI・I

NaOI　一工

工．0

1、9

4，0

S。0

10．0

：12，6．

工9。0

1G．0

　9．9

14．3

24，4

．49，2

人’@、　　1絹

Viscose継

Aoet〔」te愁（Rhocliesetn）

〃　　　　（Courしaμlt1’の

鋼　　　綜　（B（｝tnbei・禽）

紹禰加摩
　（％）

35

工くL

Jl

，4工

繊樫して丈けの隈撒らば未だ幾多職瑠るものである。然し聴、価」、に檸司馳る

物理的、化撃的諸性質が上違の鎌であれば・書々は爾者の安織島又は混毛品には其の取扱上に

も鞘の獺を伽・痢ま燃のこεである。St，tlvhzzr　C・1・・，環に於ける嬉、、、S、　V。t，。1。。，s

染鞭鵬・ルカリ醐脚1縞その染・勘潮εなる夕SにSt・1頗・凱てはその∬欄正籔

軌τ聯その染料醐する辮1塘塘加せしむ娘線嫡髄も、（・燃S幽1蝋11齢
G・　Snnitll，　」・u・・S・tt’・　Pyers，＆C・1・・1936，52，4，12；）　一一　1．33）羊毛｝調妬1購1詑観諭こ

・｛拙ゆ・Mil…H…畷・935）による鱒・底の・ルカ’・によ獺馴樹舘款蜘くで

ある。　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　即ち49の供試鯖をNa3CO・1及NZLOHの斧腫磯度のもの譲IX｝c・e・を用ひ、125。IFにて30分間鹿理、

i次に上部欝液を流置1お蒸溜水中にで水洗411轟…間室温7｛｝°F・灘度65％塞氣中にて乾燥を爲’
ｷ。

ueくして得ナ・供試料によつ’〔測鋤渤鋤・化獅勺融聯畝蜘くで』a、る。

　　　　　　　　　　　第　3　表　　Na直CO」をもつて慮理せるもの　　・　　　　　　、

1玩cO3の濃農

　　O

　　oユ

　　O，5

　　’1，0　’

　　2．0

　　4，0

　　7．e

　lO．G

PII

　6．SO

工o，33

10．77

，10．E（」：」

工1．（）b’

11．OO

11、24

11．／／；e

偲：「i？t巾のNzllξ

（tn　Sr／禽．Wool）

　　o，王；s

　　O，20

　　0．17

　　0，工5

　　0．1S

　　O．4く）

　　0．61

　　0．窃5

…一@　　　・・　…・・．・一　一　一…　　F　・・…・甲一

s含イ∫翠
　（％）・

3．16

3ユ7

3．16

3ユ5

3．17

3，12

3．1／

3．o：3

反　・射　能
（．Rx，’瓦M富0）

　　0．・些Sl

　　o．480

　　0，、【80

　　0。4δ1

　　α4s2

　　0．48衰

　　0．’圭69

　　0．469

切断張力
　（k営）

工，19．

1．18

1工9

工，2S

1．．26

ユ，2Q「

工，26

1　，2t’

備　修：反射能は入射光赫…中反射光線鍛に㈱するもので、此値の小なるもの程黒色となるものであ

　　　　るo
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第　4　表　　NaOHをもつて麗理せるもの

NaOHの濃度及
　（唾／1）

・0．O

O．3S

話．s

19，2

t

38．3

153．2

268。1

383．0

最初の
　P且

慨液の
　｝）1－i

6．s。1

9，11

工o，83

11．49

11，82

12，，S1

12．61

12．73

6．8S

6．90

8v7

10、14

11。33

12．26

12，46

12．66

離：“E一の

減　　彙

O，61

O。60

e．65

0．60

O．67

工．36

2．14

2。55

騰囎1耀解
e，09

O，10

cO．OS

O．08

0．ユ1

0．84

1。70

ON．50

il’．1r）

3，1G

3．17

3、15

3．03

2，93

2，74

2，55

反射　能
（Ltx／醐ε0）

o．475

o，・171

O．474

0．476

O、467

O．‘160

O，163

0．455

切陶1カ
（k9）

1．20

1．19

1ユ2

1．2e

工、16

工．14

1。19

1，16

第5表（騨NN・・OHの粍に及鱒剛胸燃㈱麟（｝勤

・麟里時間

10

20

30

40

50

工

2

3

4

5

2笹

48

nun夢

1irs．

離毛減澱
　％

2，74

3．42

3．87

4．27

4．55

4。83

5、97

8．38

9．11

工1。20

（1）

36、eo

（1）

66．QO

篭欝晃凱鋸器罪瓢、饗羅

3Y

4．7

5．5

G．0

G，5

7．5

9．3

工2，6

19．6

17．7

55．1

・　91．8

o．55

o．79

e．98

1．26

工。36

工．76

5．07

8，02

4．4

8、8

工o，1

1・o．4

1⑪．9

11。6

12。8

14．o

14．5

工4．9

20。O

25．5

工e．2

2，76

2，弗

工．80

　　（1）2・！．4Sh・・。麟場籠膠職なつで水伽撫灘磯分か｝燃蹴るから磁の値とは

　　　　　繋ひ得ないo

　　（2）羊毛り残濾巾のS激から鯨田したもの。

　　（3）母液巾のSの牢砥にて算出したもの。

鮒維謝焔、灘曙嚇力・ら考ふるも同一の張九摩擦・搬及麟醐襖ふるS
却こεは不可瀞である．羊毛a）　iir塑性（PI・・ti・ity）瀦雛（F・1ti・9　P。w・・）はそれ醗

の獺であつて．9、　t・pl・の5醐をゆるさない駅ある・耗備雛の女ロきもSp・al・ma・（1936）

の最近の研究によれば吹の機である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80
　　　　　　　　第　　6　iSE

TemP．CC）

コ，5

15，0

21．5

25，1

30．4

35．0

4⑪，0

ヒ（歪。謬剥丁・、・ILぐc）！二（で諮鏑ス．霧7。

　　58、6　　　　　45，G　　　　　5：1，4

i脚　14鵠　1・，・・，・　　肱゜
1　48・s）　1　55・3　1　55・7

　　46，9

　　49．4

　　47，5

1・，・・3

G2・5　1　G学・3　　　　　50

、64．7

71．3

69．4

73．4
40

ま1 oノ　凸

O　r
w1ヲ

㍗＼．＼滝『

苔）「ケ・岬

　ノ　”

Cゐげo

、 Oo　eQ
p◎Jq／
シ

0　　　　20　　　　40　　　　GO　　　　80

tVemP，（nacll　l　pealtmar｝）

2・爾繊維の化畢的構造

　Meyer及びMark（1927）のC（きMlosoのL：1三膿子個蓮頒S工燃k11ユ畑及びIli戚（1．93　3）の

離retehed　Wo61層 ﾌB・lceratinの憲軸蓮鋤をフ六すざ；次圖の様であるcレ

　　　　　　　　　　　　　　　H　　　olf　　　　　　　　CH脈）1玉、

／　 @　満芦細　1／£一．一一一一一（＼
　　　　Cellul。臼e……0　（，】　　　　　C…－0…－C　　　　　（施＿　　　　、

　　　　麟呼継鎧）1＼匙。／　壊工＿さ1／宜

　　　　　　　　　　　　　　　（IH20H　　　　　　　　　　’H　　　　OH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←　・繊　維　軸　悟一今・

　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　CQ　　　　　　　　　　　　　　CO
　　　　　　　　　　　　　－CII＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞CII－
　　　　　　　　　　　　　　　　　NH　　　　　　　　　　　　　　NI：I
　　　　　　　　　　　　　　CO＜　　　　　　　　　　　　　　　　＞CO
　　　　　　　↑　　　　CH－－CH＿S謂CIエ＿α1　　　、　　・
　　　　　　　　　　　　　　NH＜　　　　　　　　　　　　　　　　＞NH
　　　　　　　繊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二（）　　　　　　　　　（二！ystine　　linkI｝9e　　　　　　　　　　c（）

　　　　　　　　　　　　　－CHく　　　　　　　　　　　　　　　》CH－　　　・　　邑
　　　　　　　繊　　　　　　　MI　　　　　　　　．　　　蔚H
　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　

w°°u　蝋・　／　　　　＼
　　　　　　　↓　　　／　　　　　　1　＼
　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　CO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cO
　　　　　　　　　　－CH〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞CH－
　　　　　　　　・　　　聾H　G1晦mic　aci〈1　　　1’ysine　NII
　　　　　　　　　　　CO〈　　　　　　　　　　　一　　十　　　　　　　　　　　　　　＞CO

　　　　　　　　　　　　　CH・CI江2・CH2・COO　脳H3・CH2・CII恐・CH2－CH
　　　　　　　　　　　NH＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞NHI
　　　　　　　　　　　　　CO　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　CO
　　　　　　　　　　－CH〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞CH－
　　　　　　　　　　　　　N正工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N旺
　　　　　　　　　　　CO＜　　　　　　　一一　十　　　　　　　　　　　　　　　　　＞CO

　　　　　　　　　　　　　CH，CH2・COO　XH露・C－NH・C｝］〔2・CH2・CH2・CH

　　　　　　　　　　　NH＜　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　＞NH
　　　　　　　　　　　　　　　Atspnrtic　aeid　　　NII：　　　　　Arginlne

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sI、lt　linka窪e

◎
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　上記の襟に爾繊維を比較するに、その構成元素の多くなるにつれて分子の購造は複難化して

來るが、然し繊維ごしてσ瑛の通黒liは見出すこteが出來．るのである。　Ellち雪1な毛はX線的にはそ

の配列状態はCe1】uloi’〔1ごは相違はないけれ♂も、内部的には大いに蕪異をもつて贋る。

　W【、ol　fibreの配列｛よ一貫して規則正しくして、反之Cellu1（・seの方1よMieenの蹴列は鯨りよ

くなレ箔從而天然及び人遣繊維の種々の物理1：｝勺性質上に相1雄を來すわけである。即ちCelh11。罫e

が耐水性、鄭性、保言罐性に乏しく、彊力減退が大瀞く切れ易いα）である。叉膨潤性も’“re（’，1に

比して大ε、見なければならぬ。　　　　　　　　L
　－一方、Vo〔｝1くよそtLfX，’　‘iiet、、r‘）！・k　l　i　lに糾i合・し・・C　li’｝る∫藁いPolypepf　ide（，1凱i1涼をもつ2寿輩とZ）1｛1日｛age

EPち完傘に結合しP’廼Cy5thle　linkasreミciu’bOxyl；（暫gmllps（coOII）ノ吏ぴAinino，groups

ζM為）間に於ける内部的結合i又はueし山・浦5atl‘mをll咳戒する：　al　i；】三rikatsraがある。噛’

　化箪的腿理が此あレ2穣0）1hlkageを完奄に破壊するならば￥：一毛金1博泄は無論破壊されるので

ある。前滑はAlk浦掘に一C、後者はau，icl　side｝e破壊を來す。然るに此0）2つのCK照llnka鍵

剛興蝦力鵬塀て，・・｝轍に誠る《）1伽・1叫嚇（91燃1n・唄ポP：m°’c“　ii「，・奪）前

なればFelth19　pOWer｛よないのであるC、雌の（1》ptilmml　p｛）intに於ける羊毛の膨潤性及び強

力には如何なる影響力竃あるかc

　以上から見てX線的推霊原予便構造の相迩は、辞々に、醸の爾繊維の物理的諸’『’1三質の相違、延

ひては瀞液及び藥品に凱する耐久4望li、蚊ぴに襯薪性の根強を・想起せしめなければならぬ。從而

是等構造的因子を如イ1可に取扱つ’C’　i，∫なるかは今後φ問題Sして残さオビC居る。

　　　　　　　　　　　　3．染着に及ぼす染料の膠状性質　　　・1　1・・

　前述の檬に繊維はヲミ然恒iのものは・そσ）溶液1　［’tに存ずるものも・Cellulo：　eも亦：P‘｝lyp（きti｛漁

のものも終局に於いて膠状溶液をなすは人幾繊維ε攣る所はない。而して此の繊維ざ共に用ふ

る染料も、諸種染色用助剣も亦澱粉類も絡ぺて水瀞液中に於いては膠1伏性質を示して矯る。然

るに染色仕上方而の魔際的技術方面に慮用すへ渡｝膠質化學はモの原理の隻E要性に關しては正し

く認識されて屠らず、從つて染色に於ける斑熱色、染1翫の吸瀧度・染料の均染性及び其他現象

等は從らに幅1むのみで来だ解決の緒「1を見掲すこεは困難の状態である。最近染料の高分子系

のものが）Wt　i¢につれて、盗々各個についてその膠状匪質を繊維ε相野的に研究すべきであるε

思ふ。A．　M，　P翫te1（／93rl）の指示せる染料濡液のCoiloidal　I｝rOPertiesを左霧する因予ミして

は染料濃度、染料Micellti’の大いさ、濡度、電解質添加・及び保護膠質の添加等を墨げるこs

が出來る。而も此の各因子は亦之を細分して研究して見るS亦首歯し得る黙が多いb内三1三要な

るもの2．3を畢げて児るε次のflilくであるo

（i）　染料MiCe11の大いさを塘せば蓉易に吸牧壁を2倍に増すこ三が出來る。

　之がためには染料濃度を増すよりもNaCl，　Na粛α1の女！1き電解質添加の方力埴：い。その添加

蜘よ染料の鹸沈澱の起赫ヒよりも常に少くするこεカW要である。染料に舳3t・mti・ityを

饗揮セしむるためには・その分散度に常に…定のLimitをもつこごは常然‘1）こεである。

（ii　）　熱はc‘）uoidal　partielSに遜｝して解膠作月1必爲す。

　從而澱度の高い程禦衡状態に於いての吸牧漏：は減少す。然しその吸敗速度塘して均染結梁を

そ尋らるo　　　㍉』

（iii）NaC玉の知き電解質嫡染液の正資に不拘、モの染液を不安定にするも、反之Nしσ1　f・

Na2　CO」の媚きはOH’の選揮i吸牧によりて貨電1荷の染料を安定ならしむ。

　B．C，の知き正荷電染料に鍬するCgH4Qオの如き有機酸はH’の吸工1父によつて盆々正荷電を

嚇して更に組かく分散されるのであるe，

n
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（i・）Gl…α・酬1・・S岬物あ翻の｛よ（一）口腕して居る故に（一一に｛麗せ顧ll〔撚

料・玉nd勲話‘）L及び1’iidantlur｛・iie（lelout・1’の如費もの1こは・・轡安定にして其σ）分散度を高めて

均染に数果のあるものである。

徽に膠IX性を細猷・因「r・Ct・彿醐・斗1二よつて個別蘭1尋鮎・幌る必要がある。然磯

にW・淋Stapl・の1∫絞品（胴触・異色染1二慮じて伽け噸である。

　　　　4・最瓶に於けるWool－Staple織物染色に關する…腰なる報文

：K・M軸・（M・lli・Lnd　Te，・till）c．tv・；1935・1Ul・　38－－31，））1臆Vi…，・・法によるSt、tpl、，　fih1・。ε

w・・淀を混合せ鵜の蝶‘色につい備蓮しτ鵬が、卿）腰を，盆畝鰯震である。
（1）　…”i谷～去により一t“　h：　．g・もσノ；一

　餓11Ph。CtytLllhl（1〔｝lours。1・Met三㍉ch　r。me　cd・lu，SをD．　c．　c．ご併月け。

（lt）　ここ？谷潅！iによりで了ふもの7；一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

1先にW‘）olをAftov　Chr‘⊃ll’）（i，　M磁L　Chr｛｝meで染めて8taPleをSil・ius　FitFst；（あ1三で染む

るか、先にS瞬｝1eを’1）i｝LZ（）C’olom’：で恥め、訳にWα》1をAftai・（〕hvt｝me　m・M（、in　Ch拗m（、

で染む。

（iii）　繭潜をMixする前にT、｛⊃⇔ドeの！1旺で染むる方法；一一

　W｛〕olをVat　Ol，　C｝lromc・C｛｝Lで染め、9r呈lPleをSulphm・（r｛　，1．叉はVtLt；（！6Lにて染めて後

爾者を混被i戚品εする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胴’…・

（iv）先づStaPleを塚匙め・不染Wビ｝・13混交、紡績しb後Wo了｝1を染むる方法；一司一∵

　此の揚合W‘）olの染料は離ミ岡襟である。

　RILbQ　ordli三甘ld　Tex士ilbei’．；1935・16．47）氏は附繊梅f遇紡綜び）異色染について論述す◎「司氏

によれば最初w。。1を畑・畝にs姻・嫌捌1財・輪も一駐w・・。1遮染に’1ぐ燃。。1

WL　IIST・を用ひて屠る黒liは注闘するに足る。

　1ひ2。「rt．ehudin　（］LN’［ollitmd　Textilber．；1936，17　（ll），186－：187）氏｛よ爾繊争偉涯iE交扇と織sll！，　Vこ康素

及びFm’inallnによる防搬加工G胃嗣課季のを與へて、それ等のof飾tsについて認逮して

Ei：．る0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1い1　°「

［Vh・］Cg．rger（M・11im）・1　T・・tilb・1’・・1937，18，ぐ・5・－G52）邸醐維1鮫・五・嚇簿灘砒し

て、

’（i）純毛織物より麩の酬｝1を要するばかりでなく・e〈の嫌1二郷は醐であるこ㌔

　．！il）　同色染には爾繊維劃司色に染色すべ潔よ勿論、餅祭陶題ざしてll光、汗及び劇察等に

　　鋼嘲する堅牢慶も純毛織ε贋】程度を必要ごするこご。　　　　　　　　　　　　　　『’　　t

（iii）Se1…9・5じ⊂1縦來競織吻に｛淵1潤よVi・・－11k捌ひナ、るも、漉磁編

　　にはA，cetate　silkをもつて代つて置換せねばならぬ。　　　　　　　　　　　’，：’

從つて是等3項目に獅して適常なる染料を選ばねばならぬ。それによれば結局染料あ範圃（；｝最

少に極限されねばならぬ。然しE99er氏は大騰に於いて次の方法を探用して居る。

（1）　S亡a1）le　fib），’eがLoot　e叉はShlbb1n窟状で豫め染められてある揚合；一

　此の際にAlbatex　PO・S乏Lp鋤ユiu　KWをもつてすれば・染色に、紡績に最も数果的である

こεを述べて屠るo然し染色せるS嫡｝le　fibreを混紡せるもしりの羊循染色は糊箪である。

（2）　染めてない繭繊維を染むる場合；一

　淡色、濃的染に適當の染料を纂1ヂ、爾V乏、teolによる方法を龍述して｝［，tl・る。

、、孔Ki・・t（Melli・　n（I　T・xtilber・；1937，　N，731、－74。）氏幽磯繊昆紡勧N・Phth。I　AS染

色について詳述して居る。由來NaPhth｛｝1　AS染色の羊毛上慮用は絵り兇受けられないカ㌔色
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調・堅牢度等0）優秀物を求むる剛係で埼堀｝、人絹の染色に廣くJllぴられる。前述の楓二W“d

は’free　alk面に敏感でよく吸改する故に木ヰ｝舐に憾踊するのεは反鋤に・極力fl’t）‘・1、lk面な

避ける様に留意し、一方に於いてはN叫｝htholを充分安定な溶液状態に保手拳し・葡も堀撃に染

齢檬な方法を考究せねばならぬ瀞∫1舐剛ゆN・Ph亡M娼鵜に就いて訳の如紺意を

示して居る。

（1）　；ド　「漬；一一

　（i）Naphthol溶解に｛1桝ξる丈ひ極めて少最のNa（yHを使用するll、1に心掛けるべきであ

　　る製a（》Hの多」徒・を必要ざす心Nal）11tL」1類は不可であi：5　o

　（ii）　Ntu　COa及び其他の保護剤を使用すべぎである。

　（iii）　NaPhtho1の吸jl父をユ：1：くするために中性鞭類α）1爺1加を要す。

（iv）過剰のNLOHを除・くためにNIHcぐ》・勧ilふるこ；εを1提す、、

（II）　現　　色；一

　（工）羊毛自身のc‘》upli1｝gは可及的に之砺麗1ナねばならぬ。而もll刊氏は！比の防ぎ方につい

　　て論及して居ゐ。

　（ii）　羊毛はCelll11‘｝sl・よ1）C（，Upliugが級徐であるからJL漏【iに留llh：せねばならぬ。

（11D　下漬剤tt’顯色卿」ミの組合せ方法；一

　一般に、～㌔dはその繊維構温量上から際擦墜牢度の必要を号へる：tr・前述山搬に制限せられナこ

下漬蘭ミσ）組合せに於いて爾奥制限せられるこξ・なる。

5・結　　　輪

　動物繊維ε植物繊維εは繊維を離れプこ1疏脚轍に立つて之を兇れば随分異つた性質なもつて層

1る。此の襟に反するものを幣く一標にCmn｛〕uflagUせんざする所に紡績入εして、叉加工人sS

，してφ智心が存するのである。各種のPrOeeドSも結樹の理論5し㌧C其の由來をナひ“せば、央張

り”・一一木一本の繊維に1疋つて、其の性質、構燧を労へねばならぬ。翻つて現在の工榮を顧るミ、

其の総ては「天然物の破ge　－s、：其の破壊生成物の組尭｝三云ふ…言に鑑｛｝て贋る。緻維も勿論

その軌滋にあるのである。

織義plφfib・・εXX…1、　StんP1・fih・・ミ榔蟹泊人1騨毛εW・。1突聖の混紡、11s、混交品の取

扱には、i現に相當の櫛をもつてJiliiるけれ3も、之ミても恭磯椎ε云ふX線的一貰した、而も共通

性のある，ものを再び持ちよつての上のこミである。されば斯機の混交、i交織品の染色、仕二h等

の珈にi二の如きものは駕に末葉の良結駐を希撃する前に、礫つて各繊維σ）構造、聖1…質及び各種染

料藥劃の構遣、牲質を吟tlkする必要が名分に存在す。

　上記はその’一一一部を示したに過ぎず、」三要なる染色報文も貴煎なる盤労資料を提供してはある

けれS“も、此意味から云ふミ濾足せるものミも思はれず、弓量ひて斯機の文獣を割目して’eS“つの

・みである。

　　　　　　　　　　　　　（於上旧灘騙罎即璋j學淡絹綜紡織際F究室）


